
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 多治見市立北陵中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月６日（木） 

 

実 施 概 要 

 ・ＰＴＡ授業参観、ＰＴＡ講演会、学級懇談会 

① 総合的な学習の時間公開３年生「ふるさとの味」・１年生「多

  治見空襲の話」 

② 道徳の時間公開 第２学年「内容項目４－（８）郷土愛」 

③ ＰＴＡ講演会「情報モラルとマナー」講師：多治見警察署生活

  安全課  

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １５２ 人 
計 １５５ 人 

地域関係者 ３ 人 

 

実 施 状 況 

＜授業参観＞ 

・午前中…午後参観に来られない保護者のために授業公開を行った。 

・１年生…体育館で、地域の「多治見空襲に遭った最後の語り部」２名を

講師に招き、「多治見空襲の話」の講演を行った。 

・２年生…「内容項目４－(８)郷土愛」を主題とした資料を用いて道徳の授

業公開を行った。 

・３年生…「ふるさとを味わう」と題して、美濃焼の抹茶茶碗で抹茶を点

て、栗きんとんの茶巾絞りをして、親子でふるさとを味わう授

業を行った。 

＜ＰＴＡ講演会＞ 

・地域の青少年育成でお世話になっている多治見警察署生活安全課の方を

講師に招き、「スマホの使い方、情報モラルとマナー」の講演を行った。 

 

成果及び課題 

○授業参観では、１・３年の保護者の出席率が２年生より２割ほど高かっ

た。地域講師を招いたり、親子参加型の授業を仕組んだりすることで、

保護者の参加意欲が高まることが分かった。 

○一緒に多治見空襲の話を聞いたり、お茶を点てたりするなど親子でふれ

あう活動を通して、ふるさと教育の意義を深めることができた。 

○普段から多治見市の青少年と接している方から実際の事例をもとにした

話を聞くことにより、身近な問題としてとらえる保護者が多かった。 

●事前にマスコミに情報提供したが、取材がなかった。 

●保護者の参加率や地域の方の参加を増やす工夫が必要である。 

 


